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 遺遺遺 お び ら 議 会 だ よ り 遺遺遺 令和２年２月１日 第83号

問質一 般

一
、
今
年
度
を
目
標
年
と
し
た
「
小
平
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」
に
「
ま
ち

の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
特
産
品
づ
く
り
と
産
業
の
創
設
」の
事
業
と
し
て「
農

業
生
産
法
人
支
援
事
業
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
本
事
業
の
成
果
と
次
期
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 前

　
崎
　
議
　
員

Ｑ
　
農
業
生
産
法
人
支
援
事
業
に
つ
い
て

一
、「
ゆ
っ
た
り
か
ん
」
経
営
運
営
等
に
つ
い
て
常
任
委
員
会
で
調
査
研
究
を
行
い
、

報
告
書
を
町
へ
提
出
し
た
が
、
緊
急
項
目
で
損
失
補
填
清
算
交
付
金
２
千
　
万
６７０

円
を
今
定
例
会
に
補
正
予
算
と
し
て
計
上
し
た
が
、
健
全
な
経
営
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
町
民
へ
の
説
明
責
任
を
含
め
、
明
確
に
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

考
え
を
伺
う
。

二
、「（
仮
称
）鬼
鹿
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
、
事
業
実
施
に

向
け
庁
舎
内
で
の
意
見
交
換
や
町
民
か
ら
の
意
見
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
経
過
で

取
り
進
め
て
き
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
、
建
設
計
画
を
ど
の
よ
う
に
取
り
進
め

る
の
か
伺
う
。
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Ｑ
　
一
、
ゆ
っ
た
り
か
ん
の
経
営
の
健
全
化
に
つ
い
て

　
　
二
、
公
共
施
設
の
建
設
計
画
に
つ
い
て

Ａ
　
一
、
経
営
改
善
、
運
営
方
法
等
の
調
査
し
、
今
後
協
議
を
進
め
る

　
　
二
、
新
年
度
に
建
設
事
業
を
開
始
す
る

二
、
建
設
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
４
月
に
地
質
調
査
、
支
所
の
移
転
、
５
月

か
ら
８
月
ま
で
実
施
設
計
と
既
存
建
物
解
体
、　

月
着
工
し
、
完
成
は
令
和
３

１０

年
８
月
を
予
定
し
て
い
る
。

　
副
町
長
　
鈴
　
木
　
敏
　
和

一
、
ゆ
っ
た
り
か
ん
の
経
営
状
況
は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
㈱

お
び
ら
へ
の
支
援
や
赤
字
補
填
に
つ
い
て
は
、
町
が
責
任
を
も
っ
て
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
健
全
な
運
営
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
改
修
改
善
、
運
営
方
法
、
経
営
改
善
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
議
会
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
協
議
を
進
め
る
。

二
、　

月
に
所
属
長
会
議
で
計
画
の
概
要
説
明
を
行
い
、　

月
に
鬼
鹿
地
区
町
内

１１

１２

会
長
へ
説
明
・
周
知
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
長
年
地
域

か
ら
の
要
望
と
地
域
の
空
洞
化
、
防
災
の
観
点
か
ら
も
早
期
に
建
設
事
業
を
取

り
進
め
た
い
。
新
年
度
４
月
に
事
業
開
始
、
令
和
３
年
８
月
の
完
成
を
目
指
し

た
い
。

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄
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一
、
農
業
生
産
法
人
を
設
立
す
る
た
め
の
指
導
、
ア
ド
バ
イ
ス
等
、
ソ
フ
ト
面
は

農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
、
町
で
支
援
し
、
設
立
さ
れ
た
法
人
が
生
産
と
と
も
に
６

次
産
業
化
に
取
り
組
む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
設
備
等
は
町
の
特
産
品
振
興
支
援

事
業
補
助
金
の
対
象
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
漁
業
で
も
商
業
で
も
個
人
経
営
で
あ
っ
て
も
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
業
を
営
む
中
で
の
課
題
に
つ
い
て
も
相
談
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
例

え
ば
制
度
の
こ
と
や
雇
用
者
、
外
国
人
雇
用
の
関
係
に
つ
き
ま
し
て
も
、
町
で

わ
か
る
こ
と
は
町
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
道
、
国
に
伺
い
、
お
手
伝
い
で
き

る
か
と
思
い
ま
す
。

　
農
業
に
限
ら
ず
６
次
産
業
化
に
よ
る
所
得
の
向
上
、
雇
用
の
創
出
、
地
域
の

活
性
化
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
引
き
続
き
情
報
を
発
信
し
必
要
な
支
援
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ａ
　
必
要
な
支
援
を
進
め
て
い
く

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄


